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１１００月月のの主主なな行行事事：：職職業業奉奉仕仕月月間間・・米米山山月月間間  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
第 676 回例会報告 

点  鐘：城出鴻二郎会長 

ロ ー タ リ ー ソ ン グ：手に手つないで 

ゲ ス ト：なし  

ビ ジ タ ー：阿部孝義 様(竜ケ崎 RC) 

 

会長報告：城出鴻二郎 

■ 16 日のふれ愛広場

に参加をいただきまし

たありがとうございま

した。前日のテント設営

もみ含め５名の参加を

いただきました。また、

竜ケ崎 RC さんのメークアップも多数でした。 

■放射性物質の安定化技術試験装置の心臓部を手がけ

ることになりました。ロータリー的に言いますと、内

容が内容なので、職業奉仕の一端になるような気がい

たします。来週中に内閣府・原子力研究開発機構に事

業試験の提案をする運びになりました。提案にも関わ

ることになりそうで、10 月 3 日に募集開始、24 日に

締め切り、２月 29 日に試験報告というような緊急の事

業公募で、どうなるか心配ですが、乗りかかった船な

ので、がんばりたいと思っています。提案しました試

験装置は 11 月中に生産完了現地三重県ですが設置完

了で、12 月 1 日から試験開始、年末に終了、年明けか

ら解析、報告書作成の工程になっています。弊社提案

には、３つの基本技術が含まれ、高温用の HEPA フィ

ルター技術、高温用のバルブ機構、高温用のサイクロ

ン機能になんります。そして新たに昨日システムの最

終ラインの水処理除染技術も提案いたしました。 

ある米国企業の技術で、国内ではまったく知られてい

ませんが、先のメキシコ湾での BP の海上油田汚染を処

理した会社の技術で、一昨日その会社の社長と初めて

打ち合わせをいたしました。米国ではキュリオン社と

はライバルのようで、今回の日本での取り組みは大失

敗ということのようです。 

■本日、竜ケ崎 RC の山崎会長さん、佐藤新世代委員

長さんがおいでになるようですが、米島委員長さんよ

ろしくお願いいたします。 

■タイの大洪水への募金が来ています、理事会等検討

し、ご報告いたします。 

本日は米山記念奨学開関連のプログラムです、海老原

さんよろしくお願いいたします。 

 

幹事報告：横澤 啓二 

■先週 16 日の「ふれ愛

広場」の参加で売上金が

55,700 円になりました。 

前日は雨風もありまし

たが、当日は何とか晴天

とはいえませんが、出足

も 5000 人ということで、盛会でした。テント設営も

大変でしたが、みなさんのご協力で行うことが出来ま

した。ありがとうございました。参加は会長以下横山

さん、海老原さん、川上さん、椎塚さん、ありがとう

ございました。反省会は、19 日福祉会館で開かれまし

たが、長い年月の祭事ですが、毎回色々な反省点もあ

って、次回への検討課題も多々ありました。 

 

本本日日ののププロロググララムム（（米米山山特特別別月月間間））  

海老原米山奨学委員長 

■10 月は、職業奉仕、

米山特別月間になって

います。米山記念奨学金

の寄付ですが、第Ⅰ例会

には、横山さんが、寄付

をしていただきました。 

当クラブでは、10 月 14

日までで、長友さんと私と３名だけです。前年度の年

次報告書より龍ヶ崎中央 RC は、2820 地区 60 クラブ

のうち何番目だと思いでしょうか？当クラブでは、前

年は、8 名の寄付者で、230,000 円です。一人当たり
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【委員会活動報告】 

ライラ参加報告 

新世代奉仕委員会 

【会員卓話】 

馬場会員 

職業奉仕委員会 



12,952 円で 38.1％です。地区では、49 番です。地区

で 100％を超えているクラブは、10 クラブあります。 

■これから、2010 年度の寄附金の詳細について、普通

寄付が、407,284,000 円 特別寄付が、906,645,000

円受け取り利息が、98,174,000 円合計 1,412,103,000

円になります。 

①奨学金 1,229,150,000 円 奨学生は、800 名です。 

②地区関係補助費 51,313,000 円です。 ③世話クラ

ブ補助費 32,880,000 円です。 補助費は、奨学生の

選考、オリエンテーション、終了式など ④広報活動

費 10,503,000 円 DVD 作成、ロータリーの友を奨学

生へ送る送料 ⑤募金推進費 13,544,000円 寄付増

進のための表彰品作成費 ⑥人件費 45,466,000 円 

事務局人件費 事務局長を含めて 9 名、派遣社員、ア

ルバイト 平均 2.5 名で運営しています。人件費は、

事業費と管理費に分けて表記している 給与手当の合

計は、60,860,000 円です。 ⑦借室料 9,488,000 円 

事業費と管理費に分けて表記している。事務局全体の

借室料は、水道光熱費を含めて、1,300,000 円 書庫、

会議室、執務室が、含んでいます。 ⑧奨学生・学友

関係費他 34,215,000 円 になっています。 

次に 2002 年からの奨学生の人数について、 2002 年

999 人、2003 年 1,004 人、その後は、人数が減ってき

て 800 名です。  

■ロータリー米山記念奨学会のあゆみ1952 年東京RC

奨学事業の構想を立案 

1953 年米山基金の募金開始 1954 年奨学生第一号 

ソムチャード君、タイより来日。 

1957 年全国組織とすべく財団法人化を前提とした（ロ

ータリー米山奨学委員会）を結成 

1958 年新組織初の奨学生 8 人を採用 1959 年世話ク

ラブ制度を設置。 

1950 年代の背景は、1949 年日本ロータリーが、国

際ロータリーに復帰した。1951 年サンフランシスコ講

和条約調印 1954 年国費外国人留学学生制度開始。  

 1960 年ロータリー米山記念奨学会と改名 1967 年

文部省から財団法人の許可を得て 

財団法人米山記念奨学会を設立 1971 年カウンセラ

ー制度設置 1978 年特別寄附金への免税処置の許可

を得る。 1960～1970 年代の背景は、1960 年新日米

安全保障条約調印。1964 年東京オリンピック。1970

年大阪万博博覧会。1972 年日中国交正常化。 

 1983 年台湾米山学友会正式発足。1985 年国内初の

米山学友会発足。1989 年韓国米山学友会正式発足。 

その当時の背景は、1083 年留学生受け入れ 10 万人計

画が発表された。 

1985 年つくば万博。1991 年バブル経済崩壊。1995

年阪神・淡路大震災。借室 

 2001 年日本政府から留学生交流功労団体として表

彰される。2003 年第一回米山記念奨学会学友セミナー

開催。2007 年日本全地区によるロータリーの多地区合

同奉仕活動としての手続が完了。2009 年中国学友会正

式発足。 当時の背景は、2001 年アメリカ同時多発テ

ロ事件発生。2003 年在日留学生 10 万人突破。2005

年ロータリー100 周年を迎えた。 

■次に、寄附金の種類 ①普通寄付金 地区またはク

ラブで決めた金額（地区では 4,000 円）×会員数（7

月 1 日、1 月 1 日）で寄付をお願いしている。毎年金

額が変動する特別寄付だけでは留学生への奨学金給付

という公益事業の安定的・継続的な財源とはなりませ

ん。米山記念奨学会では、財団法人設立当初から、全

クラブに安定財源としての普通寄付をお願いしてきま

した。他地区合同奉仕活動の一環として当会事業への

ご理解を深めていただき、ご寄付をお願いしている。 

②特別寄付金 個人、法人、またはロータリークラブ

から普通寄附金以外に任意で寄付するもの。創立記念

日など慶びの機会にも特別寄付をお願いしています。

なお「クラブ創立○周年記念日」、「ガバナー公式訪問」

などの記念日にも寄付をお願いしている。金額の下限

もありません。そしてロータリークラブ会員以外の方

の寄付も受け取ります。近年は、元米山奨学生からの

寄付も増えていると言われています。 累計額が、

2011 年 6 月末で、約 1,600 万円を超えました。 

 寄附金と税制上の優遇処置 

米山奨学会は、「特定公益増進法人」として認定されて

いるため、当会に対する特別寄附金は所得税、法人税、

相続税の寄附金控除対象になります。また、平成 20

年度の地方税改正により、一部の地域では個人住民税

も控除対象となります。一年間「1 月～12 月、普通寄

附金の場合は10月まで

に」に＊二千円以上の寄

付があれば確定申告用

領収証（写し）を翌年の

1 月末日までには各ロ

ータリークラブを通じ

て会員にお届けします。  

本本日日出出席席状状況況 

会 員 20 名
出 席 者 8 名
出 席 免 除 者 2 名 亀尾会員 吉澤会員
(定款第9条3節a) 1 名 馬場会員

Make-up 3 名

出席率 55.00%

米島会員,椎塚会員,小林会員

ニニココニニココボボッッククスス  （目標額 600,000 円） 

本日 4 件 7,000 円（本年度累計 171,000 円） 

 

 

 

 

 

 

荒木会員：先週は仕事で不参でした。来週も.です。

海老原会員：紅葉の季節になりました！ 

大竹会員：阿部様よろしくいらっしゃいました。 

横山会員：阿部さん.中央への Makeup へ.ようこそ。

例会の欠席は、水曜日 AM:10:00 までに川上副 SAA

TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。 


